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非
核
の
政
府
・
自
治
体
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
・
市
民
の
共
同
の
力
で 

 

２
０
２
０
年
に
核
な
き
世
界
を
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
！ 

 

                                            

 

大
阪
原
水
協
の
第
５
７
回
定
期 

総
会
が
１
０
月
３
０
日
、
大
阪
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

川
辺
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続 

い
て
、
続
事
務
局
長
か
ら
２
０
１

９
年
経
過
報
告
と
２
０
２
０
年
に

む
け
て
の
運
動
方
針
の
提
案
。
引

き
続
き
三
宅
事
務
局
次
長
か
ら
決

算
及
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。 

 

来
年
度
の
活
動
の
特
徴
は
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
を
先
頭
に
す
る
核
兵

器
固
執
勢
力
と
廃
絶
を
め
ざ
す
勢

力
（
非
核
国
と
市
民
）
と
の
厳
し

い
闘
い
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

Ｉ
Ｎ
Ｆ
廃
棄
条
約
の
破
棄
に
と
も 

 

  

な
っ
て
日
本
列
島（
沖
縄
な
ど
）

に
２
年
以
内
に
核
弾
頭
搭
載
可
能

な
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
を
計
画

（
琉
球
新
報
１
０
月
３
日
付
、
朝

日
新
聞
１
０
月
２
２
日
付
）
す
る

な
ど
危
険
性
が
ま
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
２
０
１
９
年
世
界
大

会
（
長
崎
）
で
オ
ー
ス
ト

リ
ア
政
府
代
表
が
「
今
こ

そ
市
民
社
会
、
運
動
、
被

爆
者
が
必
要
で
す
」
「
こ

の
核
軍
縮
が
困
難
な
と
き

こ
そ
、
み
な
さ
ん
の
存
在

は
希
望
な
の
で
す
」
と
の

発
言
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て

き
た
日
本
の
原
水
爆
禁
止

運
動
が
世
界
政
治
と
し
っ

か
り
リ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
核
兵

器
禁
止
条
約
を
支
持
す
る

国
際
的
な
流
れ
は
核
大
国

の
圧
力
を
は
ね
の
け
て
３

３
か
国
（
１
０
月
３
０
日

現
在
）
が
批
准
し
て
い
ま

す
。 

当
面
の
行
動
計
画 

①
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
を
新
た
な
構
え
で
飛

躍
さ
せ
る
、
来
年
秋
の
国 

連
総
会
ま
で
に
大
阪
１
０
０
万
の 

目
標
を
達
成
す
る
べ
く
と
り
く
み 

を
強
化
し
ま
す 

②
４
月
「
世
界
大
会
」（
ニ
ュ
ー 

ク
）
８
月
広
島
を
成
功
さ
せ
ま
す 

③
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約 

を
調
印
、
批
准
を
迫
る
世
論
、
共 

同
を
前
進
さ
せ
ま
す 

④
安
倍
９
条
改
憲
阻
止
を
は
じ
め 

と
す
る
国
民
の
た
た
か
い
と
の
連 

帯
を
強
化
し
ま
す 

⑤
被
爆
者
援
護
・
連
帯
活
動
を
本 

格
的
に
推
進
し
ま
す 

⑥
大
阪
原
水
協
の
組
織
・
財
政
の 

強
化
を
は
か
り
ま
す 

 

質
疑
応
答
に
は
、
大
阪
労
連
か 

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
派
遣
が
決
ま
っ 

た
松
本
＊
＊
さ
ん
が
労
連
と
し
て 

学
習
を
重
視

し
て
取

り
組
み

を
す
す 

め
て
い

る
と
の

発
言
。 

寝
屋
川
の
中
谷
光
夫
さ
ん
は
対

市
交
渉
を
重
視
し
て
き
た
と
り
く

み
、
被
爆
者
を
中

心
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
派
遣
を
取
り

組
ん
で
い
る
発

言
。 八

尾
の
木
村

薫
さ
ん
は
年
間

予
算
１
０
万
円
で

活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
原
水
協
の
現
状
、
そ
の

な
か
で
も
運
動
を
す
す
め
署
名
１

万
３
０
０
０
筆
に
到
達
、
目
標
の

１
万
５
０
０
０
筆
に
向
け
て
頑
張 

 っ
て
い
る
報
告
。 

旭
区
の
〇
〇
＊
＊
さ
ん
か
ら
は
、

区
民
の
多
く
の
人

び
と
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に

宗
教
界
の
人

び
と
に
賛
同

し
て
も
ら
う

幅
広
い
署
名

の
会
の
結
成
に

む
け
て
の
報
告
。 

堺
の
野
田
＊
＊
さ 

ん
は
地
域
で
の
平
和
行
進
に
青
年 

た
ち
が
数
多
く
参
加
し
て
い
る
こ

と
、
世
界
大
会
に
初

参
加
し
た
研
修

医
が
被
爆
者 

の
お
話
し
を

直
接
聞
い
て

“
他
人
事
で

は

い

け

な

い
”
と
感
想

を
も
つ
な
ど
、 

耳
原
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
何
名 

か
派
遣
し
て
い
き
た
い
と
報
告
。 

西
淀
川
の
矢
野
＊
＊
さ
ん
は
、

６
・
９
行
動
の
ほ
か
に
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
を
地
域
ご
と
に
決
め
て
と
り

く
ん
で
い
る
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
は
７
名
派

遣
が
確
定

し
て
い
る

発
言
。 

最
後
に

大
阪
平

和
委
員

会
の
鈴

木
＊
＊
さ

ん
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
行
動
の
予
算
が
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

川
辺
理
事
長
か
ら
提
案
さ
れ
た 

２
０
２
０
年
度
の
役
員
体
制
を 

含
め
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ 

ま
し
た
。
今
期
で
退
任
さ
れ
る
山 

崎
義
郷
さ
ん
、
後
任
の
事
務
局
に 

入
局
さ
れ
る
染
原
剛
さ
ん
が
紹
介 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
提
案 

さ
れ
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

      

 

 

な
お
来
賓
と
し
て
日
本
共
産
党 

か
ら
渡
部
結
さ
ん
が
幼
き
こ
ろ
の 

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
見
た
の
が 

今
の
自
分
の
原
点
で
あ
る
こ
と
、 

２
年
前
に
参
加
し
た
世
界
大
会
で 

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
代
表
に
運 

動
の
確
信
を
え
た
こ
と
な
ど
発
言 

が
あ
り
、
運
動
の
先
頭
に
た
つ
決 

意
を
の
べ
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
さ 

れ
ま
し
た
。 
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２０２０年、歴史的な年の運動方針を満場一致で採択！大阪原水協第５７回定期総会 

核兵器禁止条約批准国 

10 月 18 日ドミニカが批准し、 

33 か国（あと 17 か国で 50 か国） 

ヒバクシャ国際署名数 

５７万６４８３筆 

（10 月 30 日現在） 

2020年 100万筆、あと 42万筆を集

め国連に届けよう！ 

２０２０年ＮＰＴ＆世界大会 inNY 

 大阪から１００名の代表派遣を 
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核兵器のない世界へ、草の根行動の連帯で 

２０２０年・被爆 75年を転換の年に 

 

１
０
月
２

６
日
大
阪
市

内
で
国
連
軍

縮
週
間
の

つ
ど
い

が
開

催
さ

れ
ま

し
た
。

講
師

は
日

本
原
水

協
代
表

理
事
の
高
草

木
博
さ
ん
。

２
０
２
０
年

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
そ

の
前
に
開
催

さ
れ
る
原
水

爆
禁
止
世
界

大
会
イ
ン
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
よ
び
か
け
人
の
当
事

者
と
し
て
そ
の
意
義
な
ど
を
講
演

し
て
い
た
だ
き
し
た
。 

 

最
初
に
今
年
度
の
世
界
大
会
の 

意
義
に
つ
い
て
「
政
府
と
市
民
社

会
の
運
動
と
の
協
力
」
と
い
う
新

し
い
流
れ
を
切
り
開
い
て
き
た
こ 

と
。
二
つ
に
ア
ジ

ア
、
と
く
に
日

韓
の
平
和
運

動
の
新
た
な

結
集
と
協
力
、

そ
の
中
心
に

青
年
の
果
た

す
役
割
の
大

切
さ
が
し
め

さ
れ
た
こ
と
。

三
つ
に
被
爆
国

日
本
の
政
治
を
変

え
、
禁
止
条
約
の
推
進
力
に
か
え

て
い
く
「
野
党
と
市
民
社
会
の
協

力
」
が
引
き
続
き
発
展
し
た
こ
と
。

四
つ
目
に
国
政
選
挙
直
後
の
情
況

の
も
と
で
草
の
根
の
奮
闘
が
あ
っ

た
こ
と
。
五
つ
目
に
国
際
会
議
宣

言
を
採
択
し
、
世
界
的
な
運
動
方

向
を
明
確
に
し
た
、
こ
と
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。 

 

被
爆
７
５
年
を
転
換
の
年
に 

 

今
日
の
情
勢
の
特
徴
は
、
「
核 

大
国
の
驕
り
」、
と
く
に
米
国
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
「
ア
メ
リ
カ

第
一
」
か
ら
く
る
米
国
の

手
足
を
縛
る
こ
れ
ま
で
の

国
際
条
約
破
棄
す
る
行
動

で
す
。
使
え
る
核
兵
器
開

発
を
う
た
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｒ
、

イ
ラ
ン
核
合
意
離
脱
、
Ｉ

Ｎ
Ｆ
条
約
離
脱
、
２
０
２

１
年
に
期
限
切
れ
す
る
新

戦
略
核
兵
器
削
減
条
約
も

更
新
す
る
動
き
が
一
切
な

い
こ
と
な
ど
国
際
的
危
機

が
一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
国
家
の
安
全
保
障
」
を

主
張
す
る
核
大
国
、
核
の

傘
の
入
る
同
盟
諸
国
の
行

動
が
そ
の
主
因
で
す
。、
し

か
し
世
界
の
主
要
な
動
向 

は
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
非
核
国

と
市
民
が
多
数
派
を
形
成
し
、
２

１
世
紀
の
世
界
を
動
か
す
新
し
い

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
そ
の
中
心
の
主
張
は
「
人
類

の
安
全
保
障
」
で
す
。
２
０
１
７

年
７
月
７
日
核
兵
器
禁
止
条
約
を

国
連
の
場
で
採
択（
１
２
２
か
国
）

さ
せ
た
の
は
、
被
爆
者
と
と
も
に

市
民
の
運
動
の
力
で
し
た
。 

世
界
大
会―

Ｎ
Ｙ
の
目
的
と
行
動 

 

こ
の
世
界
大
会
は
、
日
本
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
目
的
と
と

も
に
人
類
の
生
存
の
た
め
の
緊
急

課
題
で
も
あ
る
気
候
変
動
、
格
差

と
の
た
た
か
い
な
ど
世
界
的
な
共

同
の
た
た
か
い
と
合
流
す
る
こ
と

が
呼
び
か
け
ら
え
た
世
界
大
会
で

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
開
催
前
に
市
民
の

共
同
の
力
を
示
す
こ
と
で
核
兵
器

禁
止
条
約
推
進
す
る
諸
政
府
を
励

ま
し
、
連
帯
を
す
す
め
ま
す
。
２

０
２
０
年
は
米
国
の
大
統
領
選
挙
、

英
国
の
労
働
党
の
党
首
は
Ｃ
Ｎ
Ｄ

（
核
軍
縮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
副

会
長
、
世
界
的
規
模
で
核
依
存
と

非
核
と
の
力
関
係
が
大
き
く
変
え

て
い
く
年
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
被
爆
国
日
本
で
も

安
倍
政
権
に
代
わ
る
野
党
連
合
政

権
へ
の
道
が
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
も

野
党
の
共
同
要
求
に
な
る
展
望
が

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

講
演
後
、
質
疑
応
答
、
寝
屋
川

の
被
爆
者
山

下
し
の
ぶ
さ

ん
（
写
真
）

の
決
意
表
明
、

最
後
に
続
事

務
局
長
の
行

動
提
起
が
あ

り
閉
会
し
ま

し
た
。 

                  

           

    

   

                    

 

     

                                         【当面のとりくみ】 

□１１月６日 ６・９行動 

□１１月８～９日 日本平和大会 in沖縄 

 ＊第８分科会「核兵器のないアジアと世界を」 

□１１月１４日（木）10:30 第１回理事会 

□１１月２２日（金）12:20ヒバクシャ近畿訴 

訟判決日行動 大阪地裁 1007号 判決報告 

集会（14:00 北浜ビジネス会館３階） 

２０２０年原水爆禁止世界大会 inニューヨーク行動 

宣伝チラシが完成しました！！ 

ご希望の団体・地域は大阪原水協事務局にお問い合

わせください。 電話０６－６７６５－２５５２ 

【国連軍縮週間のつどいの行動提起】 

①2020 年ＮＰＴ再検討会議に先立って開催される原

水爆禁止世界大会 in ニューヨークに大阪から 100

名の代表を派遣しよう。 

②「ヒバクシャ国際署名」を推進し、国連に届けよう。 

③「世界大会 in ニューヨークＮＥＷＳ」を発行し、

各団体・労組・地域の動きを伝え、交流をはかろう。 

④2020 年２月 21 日（金）18:30 エルおおさか南館 

 開催の「世界大会 in ニューヨーク壮行会」を成功

させてニューヨークに送り出そう。 

⑤ＮＰＴ再検討会議が開会する２０２０年４月 27 日 

 正午大阪淀屋橋で宣伝行動、閉会する５月２２日に

は府下各地で宣伝行動にとりくもう。 

 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

と
ど
け
よ
う 

申し込みは 

大阪原水協事務局まで 


